
令和７年度 多賀町立小中学校体育館空調設備整備事業 評価項目および評価基準 

【評価項目】 

 大項目 小項目 評価視点 評価事項 配点 

１ 

事業遂行の

確実性等に

ついて 

事業の目的・条件・内容 
・事業について認識が適切か 等 事業の目的、条件、内容の理解度が高い場合に優位に評価す

る。 
10 

２ 事業実施体制 

・設計、施工等の実施体制が適切であるか。単独事業者の場合は部

署・協力事業者等の配置、グループの場合は構成員・協力事業者の

配置が、適切であるか。・本事業を円滑に遂行できる体制が構築さ

れているか。各種業務の責任者や業務範囲が明確になっているか。・

応募者（協力事業者を含む。）の実績は十分か。・地域経済への振興

に配慮した事業実施体制となっているか。等（※企画提案書内への

記載については、応募者（協力事業者を含む。）が特定できる記載

とならないよう注意してください。） 

同種業務の経験や有用な資格を持つスタッフの配置、人員

など組織体制が明確で充実し、質の高い業務の実施が見込

める場合に優位に評価する。 

15 

事業実施体制において、地元事業者の選定等、地域経済に貢

献する積極的な取り組みが計画されている場合に優位に評

価する。 15 

３ 事業スケジュール 

・本事業全体の適切なフローが提案されているか。・早期に事業を

完了させるための工程の工夫があるか。また、具体的な提案がある

か。等 

事業の実施手順を示す実施フローの記載が有り、作業工程

に対し具体的な内容の説明が記載されているとともに、無

理なく適正な業務の実施が見込める場合に優位に評価す

る。 

10 

４ 

既存体育館

アリーナに

対するふさ

わしい空調

設備整備の

手法につい

て 

設計の実施方針 

・体育館アリーナに設置する常設の空調設備としてふさわしい導

入計画が具体的に提案されているか。・必要な機能や安全性を満た

すための適切な設計方法が示されているか。・提案書提出時に把握

している現状説明があり、契約になった際に実設計を行うための現

地調査内容や課題が述べられているか。・体育館アリーナに同種の

空調設備が設置された実績はあるか。等 

〈評価の視点に対する実現性〉 提案内容に説得力がある場

合に優位に評価する。提案内容を裏付ける類似実績等の明

示等がある場合に優位に評価する。 
15 

５ 

 

大空間環境について 

・大空間環境に適した提案か。・アリーナ利用者に対して有効か。・

場所によって効きの良い悪いは起こらないか。・面分割利用に支障

がないか。等 

〈評価の視点に対する的確性、有効性〉 評価の視点に対す

る着目点、問題点、解決方法等が適切かつ論理的に整理され

ており、本事業の遂行による有効性が高い提案を優位に評

価する。 

15 

６ 競技環境について 

・競技環境にふさわしい提案か。・機器と競技者との接触はないか。

接触した場合に競技者に危険はないか。・競技環境において機器の

損壊は起こらないか。・気流等は競技に影響を与えないか。等 

15 

７ 避難所用途について 

・防災上、避難所運営上、有用な提案か。・大勢の避難者に対して、

短時間で効果は得られるか。・停電時又は断ガス時に稼働可能か。

また、その対応について方法が提案されているか。等 

15 

８ 

ラ

ン

ニ

ン

グ 

維持管理・機器更

新について 

・維持管理・機器更新の内容や時期が示されているか。・維持管理・

機器更新は体育館の運営上過度な負担とならないか。等 
10 

ランニングコスト

について 

・ランニングコストが示されているか。・ランニングコストの縮減

に関して有用な提案か。等 15 

９ 施工の実施方針 

・工期・品質・安全を確保するための適切な施工計画及び方法が提

案されているか。・来館者や職員、体育館及び近隣に対する支障の

少ない方法の提案や、安全対策、環境配慮等が図られている提案が

あるか。・その他、施工における提案があるか。等 

〈評価の視点に対する実現性〉 提案内容に説得力がある場

合に優位に評価する。提案内容を裏付ける類似実績等の明

示等がある場合に優位に評価する。 

10 

〈評価の視点に対する的確性、有効性〉 評価の視点に対す

る着目点、問題点、解決方法等が適切かつ論理的に整理され

ており、本事業の遂行において有効性が高い提案を優位に

評価する。 

10 

10 独自提案 
・実施要領・仕様書に記載している以上に評価すべき項目があるか。（例）・換気対策について具体的な提案はあるか。・エネルギ

ーの使用量縮減や有効利用に関して具体的な提案はあるか。・ＳＤＧｓに資した事業を提案しているか。等 
10 

11 見積金額 

・見積金額は上限額を超えていないか。（超えている場合は失格）・１５点を満点とし、次のように算出します。（小数点以下切り

捨て） 点数＝１５×（最も低い見積金額／提案者の見積金額）（※価格提案書（様式 8）に記載した金額およびその内訳を企画

提案書内に記載してください。） 

15 

12 ヒアリング 

・提案書について分かり易く説明しているか。・質問に対する回答

は的確か。等 

〈説得力・理解力〉 提案書について分かり易く説明してい

る場合、質問に対し的確に回答している場合に優位に評価

する。 

10 

【評価基準】各評価事項について次の評価基準により評価する。 

 15点満点 10点満点 

特に優れている 15 10 

優れている 12 8 

標準 9 6 

やや劣っている 4 2 

劣っている・提案なし 0 0 

 


